
篠　山　市　長　　　酒　井　　隆　明

公 表 番 号 92

工 事 番 号 篠教学事（工）第36号

入札案件名 平成２１年度　安全安心な学校づくり交付金事業　篠山市立大芋小学校屋内運動場　耐震補強工事

特記仕様書②参照。

特記仕様書提示(別添)、及び公共工事改修標準仕様書１９年度版参照。

Ｃ-１００。

特記仕様書 ④参照。

特記仕様書 ③参照。

端部 アルミ金物 防水押え。

現在と同じ。既設 工法と同様。

木毛セメント板厚２５ 図面表示。

質問 4 と同じ。

既設と同程度。

１１．　廊下工事・　図面がありません。　 既設建物現地調査。既製品 柱間隔5.4m 巾2,000 既製品の駐輪場建物。

(ヨド YOPA-S40　連棟同等)

１２．　仕上げ表、仕様書などの資料を下さい。 既設と同仕上げ。特記仕様書提示。

７．　 屋根工事・　工法納まり、指示して下さい。

８．　 屋根工事・　断熱材との納まり、指示して下さい。詳細図など。

９．　 外壁ヒビ割れ補修・　仕様、工法、指示して下さい。

１０．　天井工事・　納まり指示して下さい。廻り縁など、図面で。

質 問 書

入札に関しての質問につき、下記のとおり回答します。

（担当者）　総務部　管財契約課　契約係

　　　　　　　TEL ０７９-５５２-１１１１（内線 ３５４)　 FAX ０７９-５５２-５６６５

平成22年2月26日質問書提出期限日

１．　 仮設工事・　何と何が必要ですか。指示して下さい。

２．　 共通仕様書・　この工事の仕様書がありませんので必要な事項が全く

質 問 回 答 （ 発 注 者 記 入 欄 ）

　　　 理解できません。指示して下さい。

３．　 鉄骨工事・　図面ではＣ-１５０　内訳ではＣ-１００　どちらですか。

４．　 外壁塗装・　材質、工法を指示して下さい。

５．　 ウレタン防水・　材質、工法、厚み、指示して下さい。

６．　 ウレタン防水・　納まり、金物を指示して下さい。詳細図。



不足の設計図書は提示します。 (別添)

特記仕様書 ⑥参照。

基礎の新設と旧基礎解体廻1,000角　現在の土間コンクリートモルタル仕上。

微弾性フィラー複層塗材E。特記仕様書④参照

体育館用アクセス　　　なら厚１２　塗装。特記仕様書⑥参照

既設床面（４５０） 特記仕様書参照。

既設の高さ。塩ビ回り及び見切縁は不要です。

木毛セメント板厚２５アスファルトルーフィングに変更。

必要です。

必要です。

図面より計上して下さい。

可能です。

有償です。

午前８：３０　～午後１７：00　　日祝は工程協議必要。

学校との調整が必要。

提示します。

改修図提示します。

質問11 と同じ。既設床ｺﾝｸﾘｰﾄ面柱脚切断後塗鏝押え(1,000程度)、新設基礎FL-600 600×600。

２１．　屋根鉄板瓦棒0.4　ポリウレタンホーム厚25下地で施工できない

　　　　のでは。

２７．　作業日、作業時間については特に制約が無いと考えてよろしいか。

２８．　工事の着工は契約後すぐに着工できるものと考えてよろしいか。

２９．　特記仕様書はございませんか。

３０．　設計書で現況図はありますが、改修図はないのでしょうか。

２３．　ガードマンの配置はいりませんか。

２４　　電気設備工事分、内訳書及び図面は。

２５．　現地の確認は可能でしょうか。

２６．　電力・用水は無償貸与と考えてよろしいか。

　　　　ください。

１９．　新設床のアクセスフロアの高さの指示願います。

２０．　天井化粧吸音板の天井高さ、塩ビ回り及び見切縁は。

２２．　仮囲い等仮設はいりませんか。

１６．　設計書に廊下解体、復旧があがっていますが、復旧の明細・仕様は

　　　　どの程度でしょうか。

１７．　外壁塗装工事　1,331㎡あがっていますが、種類は何でしょうか。

１８．　床解体工事のアクセスフロア及び化粧床合板の仕様等教えて

１３．　全体的に数量を確認する図面、内訳が不足しています。一般的に

　　　　理解できる資料を提出願います。

１４．　体育館・　化粧床合板の材質、仕上げの材質の指示をお願いします。

１５．　廊下、解体、復旧、基礎の図面がありません。



学校との協議が必要。

必要です。

有ります。

特記仕様書 ⑦参照

よろしいです。

質問 4 と同じ。

窓廻り　10　打継　15程度。特記仕様書 ③参照

質問 9 と同じ。

質問11 と同じ。

質問18 と同じ。

必要です。

質問21 と同じ。

下地軽量鉄骨 化粧吸音板厚9.5　現状合わせ。

質問 5 と同じ。

　　　　よろしいか？屋根の仕様を指示願います。

４３．　設計書Ｐ－８に天井化粧吸音板がありますが、厚み・下地等の仕様を

　　　　指示願います。又現況と同じＲ形状でしょうか？

４４．　設計書Ｐ－９にウレタン防水がありますが、仕様を指示願います。

４０．　設計書Ｐ－７に体育館アクセスフロア、化粧床合板がありますが、

　　　　仕様がふめいですので指示願います。

４１．　床の撤去・貼替えによる巾木の取替の必要はありませんか？

４２．　設計書Ｐ－８に屋根鉄板瓦棒０.４がありますが、下地は何で考えれば

　　　　をお願い致します。

３８．　設計書Ｐ－５外壁ヒビ割れ補修工法が不明ですので指示願います。

３９．　設計書Ｐ－５に廊下の解体・復旧工事がありますが、設計図でどの

　　　　部分かが不明ですので指示願います。

　　　　しいか、又シート養生はメッシュシートと考えればよろしいか？

３６．　設計書Ｐ－５に外壁塗装工事がありますが、塗装の種類、仕上げの

　　　　形状・工法の指示をお願い致します。

３７．　設計書Ｐ－５シール打替　脱着がありますが、仕様材料・目地巾の指示

　　　　別途と考えればよろしいか。

３４．　設計書Ｐ－４の鉄骨錆止め及び仕上げ塗の種別・規格等が不明

　　　　ですので、指示願います。

３５．　設計書Ｐ－５に仮設足場がありますが枠足場Ｗ＝９００と考えればよろ

３１．　仮囲い等仮設計画はどのように考えればよろしいか。グラウンド等は

　　　　使用可能でしょうか。

３２．　既設の屋根を撤去致しますが、素屋根等の養生は必要でしょうか。

３３．　設計書Ｐ－２に電気設備工事がありますが、内訳、図面がありません。



塩ビ　縦樋　丸　必要

軒樋角型１２０（前高）　桝角型　　縦樋　ＶＰɸ７５　　新替

廊下,屋根共。

質問 11 と同じ。

特記仕様書 ⑧参照。

工事に含みません。

質問 9 と同じ。

質問 8 と同じ。

質問43 と同じ。厚９.５（チヨダ化粧吸音ボード又は同等）

※注意　：　質問の回答に対する再質問について期間は設定しませんがなるべく早く行ってください。なお、再回答の時期により回答が出来ない場合も有ります。

※注意　：　7月1日公告分より質問に対する回答書については、篠山市HP内次のアドレス「http://www.city.sasayama.hyogo.jp/koji/09-nyusatsukokoku.html」のページ下段
【平成21年度　これまでの入札公告内容及び質問回答について】に質問があった場合には掲載します。

４９．　外壁のヒビ割れ補修の方法はどのようにするのですか

５０．　屋根の下地材は耐火野地でしょうか、コンパネでしょうか。

　　　　よろしいか？屋根の仕様を指示願います。

５１．　内部天井吸音材仕様を教えて下さい。厚さ・メーカー・品名

４６．　代価表－１の基本棟、追加棟とありますがどのような工事でしょうか？

４７．　代価表－２のコンクリートの強度を指示願います。

４８．　計算式にギャラリー長尺シート４７.２㎡がありますが、設計書には

　　　　ありません。今回工事では別途と考えてよろしいか？

　　　　形状・工法の指示をお願い致します。

４５．　設計書Ｐ－５外壁工事に桝がありますが、大きさ等仕様が不明です

　　　　ので指示願い致します。また桝以外の工事は必要無しと考えれば

　　　　よろしいか？



篠　山　市　長　　　酒　井　　隆　明

公 表 番 号 92

工 事 番 号 篠教学事（工）第38号

入札案件名 平成２１年度　安全安心な学校づくり交付金事業　篠山市立大芋小学校屋内運動場　耐震補強工事

・別添、図面のとおりです。

・屋根全体と解体のため、シート養生程度です。

・新設です。

・常駐管理です。

※注意　：　質問の回答に対する再質問について期間は設定しませんがなるべく早く行ってください。なお、再回答の時期により回答が出来ない場合も有ります。

平成２２年３月１日再質問に係る再回答

再 質 問 書

入札に関しての質問につき、下記のとおり回答します。

（担当者）　総務部　管財契約課　契約係

　　　　　　　TEL ０７９-５５２-１１１１（内線 ３５４)　 FAX ０７９-５５２-５６６５

平成22年2月26日質問書提出期限日

※注意　：　7月1日公告分より質問に対する回答書については、篠山市HP内次のアドレス「http://www.city.sasayama.hyogo.jp/koji/09-nyusatsukokoku.html」のページ下段
【平成21年度　これまでの入札公告内容及び質問回答について】に質問があった場合には掲載します。

質 問 回 答 （ 発 注 者 記 入 欄 ）

　　　新設と考えればよろしいか。

４．　質疑回答２３ガードマンの設置は、常駐管理ではなく必要人数の重点

　　　管理と考えてよろしいか

１．　質疑回答２４、３３の電気設備工事の図面が有りますと回答がありますが、

　　　どの図面でしょうか。

２．　質疑回答３２の素屋根の養生はどの程度の養生と考えればよろしいか。

３．　質疑回答１１、１６の廊下解体、復旧は復旧ではなく解体後既製品の



篠　山　市　長　　　酒　井　　隆　明

公 表 番 号 92

工 事 番 号 篠教学事（工）第38号

入札案件名 平成２１年度　安全安心な学校づくり交付金事業　篠山市立大芋小学校屋内運動場　耐震補強工事

　・　器具位置、建築図を参考に計上願います。

　・　電線管 E25 / 露出　　電線 / EM-1E　です。

　・　新設です。

　・　照明器具・コンセント等の位置より計上してください。

　・　現況平面図参照　６台です。

　・　既設に合わせ計上してください。

　・　C400  10台　C400A  2台　　計12台です。

　・　調査数量　特記仕様書④を見てください。

※注意　：　質問の回答に対する再質問について期間は設定しませんがなるべく早く行ってください。なお、再回答の時期により回答が出来ない場合も有ります。

平成２２年３月２日再質問に係る再回答

　　　　照明器C400の数量が図面中で合いませんがどちらが正しいのでしょうか。

３．　建築工事

　　　　外壁工事のひび割れ補修の２２３ｍの工法は特記仕様書のどの工事

再 質 問 書

入札に関しての質問につき、下記のとおり回答します。

（担当者）　総務部　管財契約課　契約係

　　　　　　　TEL ０７９-５５２-１１１１（内線 ３５４)　 FAX ０７９-５５２-５６６５

平成22年2月26日質問書提出期限日

２．　電気工事

　　　　電気工事の幹線の太さを指示願います。

※注意　：　7月1日公告分より質問に対する回答書については、篠山市HP内次のアドレス「http://www.city.sasayama.hyogo.jp/koji/09-nyusatsukokoku.html」のページ下段【平成
21年度　これまでの入札公告内容及び質問回答について】に質問があった場合には掲載します。

質 問 回 答 （ 発 注 者 記 入 欄 ）

　　　　図面上の照明器具及び分電盤はすべて新設と考えてよろしいか。

　　　　電気配線図面がありませんが内容及び指示お願いします。

　　　　A3２２P控え室の図面がありませんが如何致しましょう。

　　　見るのでしょうか。

　　　　火災報知器の機器、配線はどうするのですか。（屋根撤去の為）

１．　電気設備工事で配線は新設と思われますが、配線図がありません。

　　　配線図をいただけないでしょうか。



　　　　　　　平成１６年７月　改定

　

　

章 項　　目 　　　　　　　　　　　　　　　特 　記　 事　 項                        
9.化学物質の濃度測定等 　 　 　 　 区分 各種のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散建築材料（みなし認定を含む） 区分 各種のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散建築材料（みなし認定を含む）

標仕1.5.9 ◎ 測定する ■ 測定しない 第一種 第二種 第三種 規制対象外 第一種 第二種 第三種 規制対象外
　　 　塗料 ｱﾙﾐﾆｳﾑﾍﾟｲﾝﾄ ・F☆☆（JＩS） ・F☆☆☆（JＩS） ・F☆☆☆☆（JＩS）
　　　 　　提示した室のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ、ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 合板 合板 ・F☆☆（JAS） ・F☆☆☆（JAS）・F☆☆☆☆（JAS） （現場施工） 油性調合ﾍﾟｲﾝﾄ ・大臣認定 ・大臣認定 ・大臣認定

の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し ※右各欄に掲げるものを除く ・大臣認定 ・大臣認定 ・非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系 合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ
報告すること。 　接着剤使用（JAS）等 ﾌﾀﾙ酸樹脂ﾜﾆｽ
     ※測定条件等は監督職員の指示による。 ・大臣認定 ﾌﾀﾙ酸樹脂ｴﾅﾒﾙ
　 油性系下地塗料
 1)測定対象化学物質                                   木質系 木質系フローリング ・F☆☆（JAS） ・F☆☆☆（JAS）・F☆☆☆☆（JAS） 一般さび止めﾍﾟｲﾝﾄ

測定対象化学物質 厚生労働省の指針値(25°Ｃの場合) 　フローリング （継継した単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ等を除く） ・大臣認定 ・大臣認定 ・接着剤等不使用（JAS）等 多彩模様塗料
ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ０．０８ppm  （100μｇ／m3）   ※右各欄に掲げるものを除く ・大臣認定 家庭用屋内木床塗料
ﾄﾙｴﾝ      ０．０７ppm  （260μｇ／m3）   家庭用木部金属部塗料
ｷｼﾚﾝ    ０．２  ppm  （870μｇ／m3）    構造用 構造用パネル ・F☆☆（JAS） ・F☆☆☆（JAS）・F☆☆☆☆（JAS） 建物用床塗料
ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ    ０．８８ppm  （3,800μｇ／m3） 　パネル ※右各欄に掲げるものを除く ・大臣認定 ・大臣認定 ・非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤 （いずれも、ﾕﾘｱ樹脂等を用いたものに限
ｽﾁﾚﾝ    ０．０５ppm  （220μｇ／m3）    使用（JAS）  る）
ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ ０．０４ppm  （240μｇ／m3）   ・大臣認定 ※右各欄に掲げるものを除く

2)測定対象室　                                          

　 ） 集成材 集成材 ・F☆☆(JAS） ・F☆☆☆（JAS）・F☆☆☆☆（JAS） 内装合成樹脂ｴﾏﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ系薄付け ・大臣認定 ・大臣認定 ・F☆☆☆☆（JIS）
３）測定箇所数 ※右各欄に掲げるものを除く ・大臣認定 ・大臣認定 ・非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤 仕上げ塗材 仕上げ塗材 ・大臣認定
　　　（　　　箇所） 　　 　　 　使用（JAS） （現場施工） 内装合成樹脂ｴﾏﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ系厚付け
4)測定方法                                            ・大臣認定 仕上げ塗材
 　測定は、ﾊﾟｯｼﾌﾞ型採取機器（サンプラー）を用いて次の要領で行う。 軽量骨材仕上げ塗材
①30分間換気                                           単板積層材 ・F☆☆（JAS） ・F☆☆☆（JAS）・F☆☆☆☆（JAS） 合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ系複層仕上げ塗材
 　測定対象室の全ての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等 単板積層材 ※右各欄に掲げるものを除く ・大臣認定 ・大臣認定 ・非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤 防水系合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ系複層樹脂仕上
　　の収納部分の扉を含む）を開放し、30分間換気する。    （LVL） 及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを発散し げ塗材
②5時間閉鎖                                          ない塗料使用(JAS） （いずれも、ﾕﾘｱ樹脂等を用いたものに限
　①の後、屋外に面する全ての窓及び扉を5時間閉鎖する。 ・大臣認定  る。）
　ただし、造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉は開放 したまま ※右各欄に掲げるものを除く
　 とする。                                    MDF MDF ・F☆☆(JIS） ・F☆☆☆（JIS） ・F☆☆☆☆（JIS）
③８～２４時間測定                                               ※右各欄に掲げるものを除く ・大臣認定 ・大臣認定 ・大臣認定 　接着剤 酢酸ﾋﾞﾆﾙ樹脂系溶剤形接着剤 ・F☆☆(JIS） ・F☆☆☆（JIS） ・F☆☆☆☆（JIS）
　　②の状態のままで測定し、測定時間は原則として24時間とする。 （現場施工） ｺﾞﾑ系溶剤形接着剤 ・大臣認定 ・大臣認定 ・大臣認定
　 ただし、工程等の都合により24時間測定が行えない場合は、 ﾊﾟｰﾃｲｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ ・F☆☆(JIS） ・F☆☆☆（JIS） ・F☆☆☆☆（JIS） ﾋﾞﾆﾙ共重合樹脂系溶剤形接着剤
 　8時間測定とする。                          ﾊﾟｰﾃｲｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ ※右各欄に掲げるものを除く ・大臣認定 ・大臣認定 ・大臣認定 再生ｺﾞﾑ系溶剤形接着剤
・24時間測定の場合、時間帯は任意。 （いずれも、ﾕﾘｱ樹脂等を用いたものに限
･  8時間測定の場合、午後2～3時を測定時間の中央とするように開始 木材のひき板、単板又は小片その他これ ・大臣認定 ・大臣認定 ・大臣認定  る。）
 　時刻・終了時刻を設定する。 その他の木質 らに類するものをユリア樹脂等を用いた ※右各欄に掲げるものを除く
　 注：①②③において、換気設備又は空気調和設備は稼働さ 建材 接着剤により面的に接着し、板状に成型
　　せたままとする。ただし、局所的な換気扇等で常時稼 したもの
 　働させないものは停止させたままとする。          ※右各欄に掲げるものを除く
④分析                                                
　 測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を個々の採取機 ユリア樹脂板 ・大臣認定 ・大臣認定 ・大臣認定
　　器ごとに定められた分析機関に送付し、濃度を分析する。 ユリア樹脂板 ※右各欄に掲げるものを除く
５）測定結果が厚生労働省の指針値を超えた場合の措置    
　　測定結果が厚生労働省の指針値を超えていた場合は、発散源を 壁紙 壁紙 ・大臣認定 ・大臣認定 ・F☆☆☆☆（JＩS）
　　特定し、換気等の措置を講じた後、再度４）により測定を行う。 ※右各欄に掲げるものを除く ・大臣認定

接着剤 壁紙施工用でんぷん系接着剤 ・大臣認定 ・大臣認定 ・F☆☆☆☆（JＩS）
（現場施工、工場※右各欄に掲げるものを除く
の二次加工とも） ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ水溶液を用いた建具用でん ・大臣認定 ・大臣認定 ・F☆☆☆☆（JＩS）

ぷん系接着剤
※右各欄に掲げるものを除く
ﾕﾘｱ樹脂等（ﾕﾘｱ樹脂、ﾒﾗﾐﾝ樹脂、ﾌｴﾉｰﾙ ・大臣認定 ・大臣認定 ・大臣認定
樹脂、ﾚｿﾞﾙｼﾉｰﾙ樹脂又はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系
防腐剤）を用いた接着剤
※右各欄に掲げるものを除く

保温材 ﾛｯｸｳｰﾙ保温板 ・F☆☆(JＩS） ・F☆☆☆（JＩS） ・F☆☆☆☆（JＩS）
ﾛｯｸｳｰﾙﾌｴﾙﾄ ・大臣認定 ・大臣認定 ・大臣認定
ﾛｯｸｳｰﾙ保温帯
ﾛｯｸｳｰﾙ保温筒
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温板
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ波形保温板
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温帯
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒
※右各欄に掲げるものを除く

ﾌｴﾉｰﾙ樹脂系保温材 ・大臣認定 ・大臣認定 ・大臣認定
※右各欄に掲げるものを除く

緩衝材 浮き床用ｸﾞﾗｽｳｰﾙ緩衝材 ・大臣認定 ・大臣認定 ・大臣認定
浮き床用ﾛｯｸｳｰﾙ緩衝材
※右各欄に掲げるものを除く

断熱材 ﾛｯｸｳｰﾙ断熱材 ・大臣認定 ・F☆☆☆（JIS） ・F☆☆☆☆（JIS）
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 ・大臣認定 ・大臣認定
吹込み用ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材
※右各欄に掲げるものを除く

ﾕﾘｱ樹脂又はﾒﾗﾐﾝ樹脂を使用した断熱材 ・大臣認定 ・大臣認定 ・大臣認定
※右各欄に掲げるものを除く

       公共建築工事標準仕様書

環境への配慮（標仕１．４．１）

建材の選定に当たっては、揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮すること。
本工事に使用するﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散建築材料については、特記がなければ、下記区分の内
「規制対象外」の建材を使用すること。

化学物質の濃度測定等（標仕１．５．９）

　

１

一

般

共

通

事

項

篠山市立大芋小学校屋内運動場耐震補強工事

篠山市教育委員会学事課

担　当統括責任者照　査

工　事　名　称

図　　　　　名

作　図 縮　尺 附　記　事　項

管理責任者

小　田 宮　川加　治米　山

平成２２年　１月　　日
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 1.仮 設 計 画 書 ■  要 ■ 不要 (3) 浮き部改修工法 
 2.足 場 等標共仕2.2.1 〈 内部足場 〉 ■ アンカーピンニング 部分エポキシ樹脂注入工法

■ 脚立・足場板等 ■ その他（ ） ■ アンカーピンニング 全面エポキシ樹脂注入工法
〈 外部足場 〉 ■ アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー 注入工法
■ A種 （手すり先行足場 ： ■ 適用する ■ 適用しない　　） ■ B種 ■ C種 ■ D種 ■ 注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法
〈 材料等の運搬 〉 ■ 注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法
■ A種 ■ B種 ■ C種 ■ D種 ■ E種 ■ 注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

 3.既 存 部 分の養生 標仕2.3.1 ■ ビニールシート等 ■ その他（ ） ■ 充填工法
 4.仮 設 間 仕 切 標仕2.3.2 ■ A種　 ■ B種 ■ C種 扉　： ■ 木製 ■ その他 ■ モルタル塗替え工法
 5.監 督 員 事 務 所 標仕2.4.1 ■ 100㎡程度 ■ 65㎡程度 ■ 35㎡程度 ■ 20㎡程度 ■ 10㎡程度 ■ 不要 (ｃ) タイル貼り仕上げ外壁

■ 仕上げは以下を標準とし、備品は監督員の指示による。 (1) ひび割れ部改修工法
床：合板張り又はビニル床シート張り ■ 樹脂注入工法 ■ U カットシール 材 充てん工法
内壁・天井：合板又は石膏ボード張り、合成樹脂エマルションペイント塗り (2) 欠損部改修工法
屋根：塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り　又は　鉄板張り、調合ペイント塗り ■ タイル部分張替え工法 ■ タイル張替え工法

 6.工 事 用 水 ■ 構内既存施設　： ■ 利用できない ■ 有償利用できる (3) 浮き部改修工法 
 7.工 事 用 電 力 ■ 構内既存施設　： ■ 利用できない ■ 有償利用できる ■ アンカーピンニング 部分エポキシ樹脂注入工法
 8.そ の 他 ■ 工事表示板 ■ 篠山市工事表示板 ■ アンカーピンニング 全面エポキシ樹脂注入工法

■ 法令に基ずく表示板 ■ アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー 注入工法
■ 注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

■ 必要に応じA型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ設置及びｶﾞｰﾄﾞﾏﾝ配置のこと。 ■ 注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法
■ 工事用資材搬出入の通路計画図承認。 ■ 注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

■ 注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法
 1.
降雨等に対する養

生
標仕3.1.3 ■ ■ タイル部分張替え工法

１．「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）」（平成12年5月）により、分別解体及び特定の建設資材の再資源  2.改 修 工 法の種類 標仕3.1.4 〈 防水改修 〉 ■ タイル張替え工法
化が義務づけられた。建設工事の副産物である建設発生土と建設廃棄物の処理にあたっては、建設副産物の発生抑制及び再資源化 ～3.6.4 ■ Ｐ１Ｂ工法 種別 ： ■ Ｂ－１ ■ Ｂ－２ (4) 目地改修工法 
を促進するため、原則として再資源化施設へ搬出すること。 ■ Ｐ１ＢＩ工法 種別 ： ■ ＢI－１ ■ ＢI－２ ■ 目地ひび割れ部改修工法 ■ 伸縮目地改修工法
建設副産物の処理にあたって、工事着手時及び完成時に次の書類を作成し、提出すること。 ■ Ｐ２Ａ工法 種別 ： ■ Ａ－１ ■ Ａ－２ (d) 塗り仕上げ外壁
・工事着手時：「再生資源利用（促進）計画書」 ■ Ｐ２ＡＩ工法 種別 ： ■ ＡI－１ ■ ＡI－２ ■ 薄付け仕上げ塗材塗り （ 外装薄塗材Ｅ　吹付 ）
・完　成　時：「再生資源利用（促進）実施書」 ■ Ｐ０ＡＳ工法 種別 ： ■ ＡＳ－４ ■ ＡＳ－５ ■ ＡＳ－６ ■ 二重ドレン：要 厚付け仕上げ塗材塗り （ ）

２．請負者は運搬作業従事者の交通安全意識の高揚を図るとともに、工事用資材の運搬にあたっては過積載のないようにすること。 ■ Ｐ０ＡＳＩ工法 種別 ： ■ ＡＳI－１ ■ ＡＳI－２ ■ 二重ドレン：要 ■ 複層仕上げ塗材塗り （ 複層仕上塗材E　凹凸模様　吹付 ）
■ Ｐ０Ｄ工法 種別 ： ■ Ｄ－１ ■ Ｄ－２ ■ 二重ドレン：要 可とう性改修用仕上げ塗材塗り （ ）
■ Ｐ０ＤＩ工法 種別 ： ■ ＤＩ－１ ■ ＤＩ－２ ■ 二重ドレン：要 各種塗料塗り  （ ）
■ Ｐ０Ｓ工法（接着） 種別 ： ■ Ｓ－Ｆ１ ■ Ｓ－Ｆ２ ■ 二重ドレン：要 マスチック塗材塗り （ ）
■ Ｐ０Ｓ工法（機械） 種別 ： ■ Ｓ－Ｍ１ ■ Ｓ－Ｍ２ ■ Ｓ－Ｍ３ ■ 二重ドレン：要
■ Ｐ０ＳＩ工法（接着） 種別 ： ■ ＳＩ－Ｆ１ ■ ＳＩ－Ｆ２ ■ 二重ドレン：要
■ Ｐ０ＳＩ工法（機械） 種別 ： ■ ＳI－Ｍ１ ■ ＳI－Ｍ２ ■ ＳI－Ｍ３ ■ 二重ドレン：要
■ Ｐ０Ｘ工法 種別 ： ■ Ｘ－１ ■ Ｘ－２ ■ 二重ドレン：要
■ Ｔ１ＢＩ工法 種別 ： ■ ＢI－１ ■ ＢI－２
■ Ｍ３ＡＳ工法 種別 ： ■ ＡＳ－４ ■ ＡＳ－５ ■ ＡＳ－６ 1.見 本 品 の製作等 標仕5.1.3 ■ 建具見本の製作　 ■ 要 ■ 不要　）
■ Ｍ３ＡＳＩ工法 種別 ： ■ ＡＳI－１ ■ ＡＳI－２ ■ 特殊な建具の仮組  （ ■ 要 ■ 不要　）
■ Ｍ３Ｄ工法 種別 ： ■ Ｄ－１ ■ Ｄ－２ 一部

事標準仕様書（平成１９年度版）」（以下「標仕」という）による。 ■ Ｍ３ＤＩ工法 種別 ： ■ ＤＩ－１ ■ ＤＩ－２ 2.アルミニウム製建具 標仕5.2.1 ■ 既存建具の改修 （ ■ かぶせ工法 ■ 撤去工法 ） ■ 新規建具の設置
２．シックハウス対策については、別添「公共建築工事標準仕様書（追補）」による。 ■ Ｍ４ＡＳ工法 種別 ： ■ ＡＳI－１ ■ ＡＳI－２ ■ ＡＳI－３ ～5.2.5 ■ アルミ製建具の種類（ ■ Ａ種 ■ Ｂ種 ■ Ｃ種　）
３．本工事に該当する「共仕」項目は該当項目内の該当事項に ■ 、◎印を付した項目とする。 ■ Ｍ４ＡＳＩ工法 種別 ： ■ ＡＳI－１ ■ ＡＳI－２ ■ ■ 表面処理 （ ■ A-1種 ■ A-2種 ■ B-1種 ■ B-2種 ■ C-1種 ■ C-2種 ■ D種　）

■ Ｍ４Ｃ工法 種別 ： ■ Ｃ－１ ■ Ｃ－２ ■ 防音ドアセット、防音サッシの適用 （ ■ 要（等級： T- ） ■ 不要　）
■ Ｍ４ＤＩ工法 種別 ： ■ ＤＩ－１ ■ ＤＩ－２ ■ 断熱ドアセット、断熱サッシの適用 （ ■ 要（等級： H- ） ■ 不要　）

 1. 工事実績情報の登録標仕1.1.4 ◎ 要 ■ Ｍ４Ｓ工法 種別 ： ■ Ｓ－Ｍ１ ■ Ｓ－Ｍ２ ■ Ｓ－Ｍ３ ■ 耐震ドアセットの適用 （ ■ 要 　（面内変形追随性： H- ） ■ 不要　）
 2. 施 工 計 画 書標仕1.2.2 ◎ 要 ■ Ｍ４ＳＩ工法 種別 ： ■ ＳI－Ｍ１ ■ ＳI－Ｍ２ ■ ＳI－Ｍ３
 3. 工 事 の 記 録標仕1.2.4 ◎ 工事の記録は「篠山市建築工事等電子納品試行要領」により、できるだけ電子納品化する。 ■ Ｓ３Ｓ工法 種別 ： ■ Ｓ－Ｆ１ ■ Ｓ－Ｆ２ 3.鋼 製 建 具 標仕5.3.1 ■ 既存建具の改修 （ ■ かぶせ工法 ■ 撤去工法 ） ■ 新規建具の設置

◎ 工事写真は、国土交通省大臣官房営繕部「工事写真 のとり方（建築編）」により撮影し、下記に ■ Ｓ３ＳＩ工法 種別 ： ■ ＳＩ－Ｆ１ ■ ＳＩ－Ｆ２ ～5.3.6 ■ 溶融亜鉛メッキ付着量 （ ■ Z12 ■ F12　　　）
より、プリントアウトする。 ■ Ｓ４Ｓ工法（接着） 種別 ： ■ Ｓ－Ｆ１ ■ Ｓ－Ｆ２ ■ 簡易気密型ドアセットの適用 （ ■ 要 ■ 不要　）
ただし、完成写真をデジタルカメラで撮影する場合は、300万画素以上とする。 ■ Ｓ４Ｓ工法（機械） 種別 ： ■ Ｓ－Ｍ１ ■ Ｓ－Ｍ２ ■ Ｓ－Ｍ３ ■ 防音ドアセット、防音サッシの適用 （ ■ 要（等級： T- ） ■ 不要　）
なお、ネガフイルム又はCD-ＲＯＭデータを提出する。 ■ Ｓ４ＳＩ工法（接着） 種別 ： ■ Ｓ－Ｆ１ ■ Ｓ－Ｆ２ ■ 断熱ドアセット、断熱サッシの適用 （ ■ 要（等級： H- ） ■ 不要　）

■ Ｓ４ＳＩ工法（機械） 種別 ： ■ Ｓ－Ｍ１ ■ Ｓ－Ｍ２ ■ Ｓ－Ｍ３ ■ 耐震ドアセットの適用 （ ■ 要 　（面内変形追随性： H- ） ■ 不要　）
◎ ■ Ｌ４Ｘ工法 種別 ： ■ Ｘ－１ ■ Ｘ－２
◎ ■ Ｐ１Ｅ工法 種別 ： ■ Ｅ－１ ■ Ｅ－２ 4.軽 量 鋼 製 建 具 標仕5.4.1 ■ 既存建具の改修 （ ■ かぶせ工法 ■ 撤去工法 ） ■ 新規建具の設置
◎ ■ Ｐ２Ｅ工法 種別 ： ■ Ｅ－１ ■ Ｅ－２ ～5.4.6 ■ 溶融亜鉛メッキ付着量 （ ■ Z06 ■ F06 　 ■ E16 ■ E24　　）
◎ 〈  シーリング改修 〉 ■ 簡易気密型ドアセットの適用 （ ■ 要 ■ 不要　）
■ 竣工写真 のうち１部はＡ４版クリヤーホルダー綴りとする。 ■ シーリング充填工法 ■ シーリング再充填工法 ■ 拡幅シーリング再充填工法 ■ 防音ドアセット、防音サッシの適用 （ ■ 要（等級： T- ） ■ 不要　）

　表紙指定色 ■ 赤 ■ 緑 ■ 青 ■ 黒 ■ ブリッジ工法 ■ 断熱ドアセット、断熱サッシの適用 （ ■ 要（等級： H- ） ■ 不要　）
■ 竣工写真 は建築写真 専門家の撮影とする。  3.アスファルトの種類 標仕3.2.2 ■ 既設防水層補修 ■ １種 ■ ２種 ■ ３種 ■ 耐震ドアセットの適用 （ ■ 要 　（面内変形追随性： H- ） ■ 不要　）

 4. 施 工 監 理 技 術 者標仕1.3.2 ■ 一級建築士 ■ 一級建築施工監理技士 ■  建設大臣特別認定者 標仕3.3.2 ■ 新設防水層 ■ １種 ■ ２種 ■ ３種
■ 二級建築士 ■ 二級建築施工監理技士  4.シーリングの種類 標仕3.2.2 5. ステンレス製建具 標仕5.5.1 ■ 既存建具の改修 （ ■ かぶせ工法 ■ 撤去工法 ） ■ 新規建具の設置

 5. 電 気 保 安 技 術 者標仕1.3.3 ■ 要 ■ 不要 標仕3.7.2 ～5.5.5 ■ 表面仕上げ （ ■ ヘアーライン ■ 鏡面 ■

 6. 施 工 数 量 調 査標仕1.5.2 PU-2 打継ぎ目地 ■ 引張接着性試験 ■ 簡易接着性試験 ■ 曲げ加工 （ ■ 普通曲げ ■ 角出し ■  )
MS-2 外部アルミ建具廻り ■ 引張接着性試験 ■ 簡易接着性試験

■ 引張接着性試験 ■ 簡易接着性試験 6.建 具 用 金 物 標仕5.6.1 ■ マスタ ーキー （ ■ 要 ■ 不要　）
■ 引張接着性試験 ■ 簡易接着性試験 ～5.6.4
■ 引張接着性試験 ■ 簡易接着性試験 7.自動ドア開閉装置 標仕5.7.1 ■ スライディングドアー （ ■ SSLD- ■ SSLD-2 ■ DSLD-1 ■ DSLD-2  )

～5.7.4 ■ スイングドアー （ ■ SWD-1 ■ SWD-2 )
 5. ■ Ｓ－１ ■ Ｓ－２ ■ Ｓ－３ ■ Ｓ－４ ■ 厚さ（ ㎜） ■ センサーの種類  ■ マットスイッチ ■ 電子(電磁)マットスイッチ ■ 光線(反射)スイッチ

標仕3.5.2 ■ 音波スイッチ ■ 熱線スイッチ ■ 光電スイッチ
 6.保 証 書 ■ 責任施工とし、請負者・防水施工業者及び材料メーカー、三者連名の保証書を提出する。 ■ タッチスイッチ ■ ペダルスイッチ ■ 押しボタンスイッチ）

 7. ■ 現状復旧 （ただし、周囲を新しい仕上げとする場合は、それに準ずる） ■ 防水保証年限（　　5　　　年）
標仕1.5.3 ■ 8.自閉式上吊り引戸装置 標仕5.8.1 ■ 適用戸の総重量 （ ■ 40㎏以下 ■ 40㎏以上  )

 8. 技 能 士標仕1.6.2 ■ 適用する (屋根改修工事、外壁改修工事） ■ 適用しない  7.高弾性厚膜形アクリル ■ 東亜合成㈱（アロンＱＤ防錆ｺ－ﾄ）素地調整3種ケレン、アロンマイルド防錆プライマ―吹付0.1kg（原 ～5.8.4
 9. 施 工 報 告 書標仕1.6.4 ◎ 要 ゴム系塗膜防水塗 瓦棒アロンゴムシ－ト張り継ぎ手部ボルト廻り補強塗りアロンQD-H0.5kg/㎡、アロンQD-H吹付け1.3kg/㎡ 9.重 量 シ ャ ッ タ ー 標仕5.9.1 ■ シャッターの種類 （ ■ 一般重量シャッタ ー 耐風圧強度：（ ） N/㎡
10. 化学物質の濃度測定標仕1.6.6 ■ 別添「公共建築工事標準仕様書（追補）」による。 アロンQD-H散らし吹き0.2kg/㎡、アロンQDカラ－RU塗0.15kg/㎡、アロンQDカラ－RU塗0.15kg/㎡ ～5.9.5 ■ 外壁用防火シャッター耐風圧強度：（ ） N/㎡
11. 火 災 保 険 ■ 工事目的物及び工事材料は出来高に応じて火災保険に付する。 仕様同等品 ■ 屋内用防火シャッター ■ 防煙シャッター ）
12. 完成時の提出図書標仕1.8.2 ■ 完成図 ■ 配置図・案内図　 ■ 各階平面図 ■ 各立面図 ■ 断面図 ■ 仕上表  1.改 修 工 法の種類 標仕4.1.4 (a) ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え 外壁 ■ 開閉形式 （ ■ 上部電動式（手動併用） ■ 上部手動式 ）

標仕1.8.3 ■ 施工図 ■ 施工計画書 ■ その他（ ） (1) ひび割れ部改修工法
■ CADデータ提出のこと ■ 樹脂注入工法 ■ U カットシール 材 充てん工法 ■ シール工法 10 軽 量 シ ャ ッ タ ー 標仕5.10.1 ■ 開閉形式 （ ■ 上部電動式（手動併用） ■ 手動式 ）
■ 保全に関する資料 (2) 欠損部改修工法 ～5.10.5 ■ 耐風圧強度：（ ） N/㎡

13. 各 種 試 験 ◎ 各種試験費は、請負業者負担とする ■ 充填工法 ■ コンクリート打ち直し工法
(b) モルタル 塗 仕上げ覚壁 11 標仕5.11.1 ■ 耐風圧強度：（ ） N/㎡

14. 他 ◎ 各項目の数量において、軽微な増減については工事監理者又は監督職員と協議の上設計変更を (1) ひび割れ部改修工法 ～5.１１5 ■ 開閉形式 （ ■ バランス式 ■ チェーン式 ■ 電動式 ）
決定する。 ■ 樹脂注入工法 ■ U カットシール 材 充てん工法 ■ シール工法

(2) 欠損部改修工法 12 木 製 建 具 ■ 建付調整
■ 充填工法 ■ モルタル塗替え工法

■ 障子紙の張替

目視、打診による確認、マーキング、計測
図面記入
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Ⅱ．建設副産物の処理及び交通安全

完了時 サービス版 各工程適宜 １　部 
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また、「土砂を運搬する大型自動車による交通事故防止等に関する特別措置法」の主旨沿って、同法第12条に規定する団体等の加入

グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律）により、環境負荷を低減できる材料の選定に努める。

者の使用を促進すること。
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１　部 施工中・検査中

特　　記　　事　　項

１．本特記仕様書、図面及び設計書（内訳書）に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工

竣工写真

特 記 仕 様

工事場所：　兵庫県篠山市中500

構造・規模： ＲＣ・鉄骨造　地上2階建　面積　1階　73.22㎡　2階　413.25㎡　延面積　486.47㎡　軒高―7.00ｍ　最高の高さ―8

Ⅰ．工　事　概　要

           ２）   耐震補強に伴う屋根・床 解体工事―１式          

           ３）   電気設備工事―１式     

工事名称：　篠山市立大芋小学校屋内運動場耐震補強工事

オーバーヘッドド
アー

Ⅲ．環境への配慮

Ⅳ．市内産業の優遇措置

工事下請け業者の決定にあたっては市内業者を、また使用材料の採用にあたっては市内産資材を優先して選定すること。

Ⅴ．建築工事仕様
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　　　  　 1）　 建築工事―１式          
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調 査 の た め の
破 壊 部 分 の 補 修

サービス版 指示 3　部 

調査範囲 調査方法
RC造

篠山市立大芋小学校屋内運動場耐震補強工事

篠山市教育委員会学事課

担　当統括責任者照　査

工　事　名　称

図　　　　　名

作　図 縮　尺 附　記　事　項

管理責任者

小　田 宮　川加　治米　山

平成２２年　１月　　日
1



 1.既 存 床 の 撤 去 標仕6.2.2 ■ ビニール床シート等 （ ■ 仕上材のみ（接着剤とも） ■ 下地モルタル共 ） （ａ）　鉄　筋　工　事 アスファルト舗装 ■ 材料 （ ■ 再生アスファルト ■ ストレートアスファルト　）
■ 合成樹脂塗床材 （ ■ 機械的除去工法 ■ 目荒らし工法 ）  1.鉄 筋 材 料 標仕8.2.1 ■ SR235 ■ SR295 ■ SD295A ■ SD295B ■ SD345 ■ SD390 ■ 加熱アスファルト混合物の種類（ ■ 一般地域 ■ 寒冷地域）

 2.木 下 地 等 標仕6.5.1 ■ 表面仕上げの程度 （ ■ Ａ種 ■ Ｂ種 ■ Ｃ種 ）  2.溶 接 金 網 標仕8.2.2 ■ 径（22 ）φ 寸法（ ） 形状（ 　 ） 　 ■ カラー舗装基層（ ■ 有り ■ 無し　）
～6.5.6 ■ 保存処理剤の使用 （ ■ 有 ■ 無 ）  3.ガ ス 圧 接 ガス圧接技量資格者証 ◎ 要 ■ カラー舗装の着色骨材■ 有色骨材（焼成） ■ 有色骨材（樹脂皮膜）

■ 現場搬入時の木材の含水率 （ ■ Ａ種 ■ Ｂ種 ） ■ 圧接引張試験 ■ 圧接超音波深傷試験 ■ シールコート（ ■ 要 ■ 不要　）
■ 造作材の材面の品質 （ ■ Ａ種 ■ Ｂ種 ）  4.特 殊 な 鉄 筋 継 手 標仕8.3.4 ■ 機械式継手　　種類 （ ） ■ ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の抽出試験■ 要 ■ 不要　）
■ 造作材の表面の品質生地のまま　又は透明塗料塗り （ ■ Ａ種 ■ Ｂ種 ） ■ 溶接継手　　　　鉄筋径（　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　

コンクリート舗装 ■ 種類(          ) ■ 厚さ（　　  　　 ■ 設計基準強度（　　N/mm ■ スランプ（　　㎝）
不透明塗料塗り （ ■ Ａ種 ■ Ｂ種 ） （ｂ）　コ　ン　ク　リ　ー　ト　工　事 ■ 注入目地材（ ■ 低弾性タ イプ ■ 高弾性タ イプ　）

■ 防腐処理 （ ■ 要 ■ 不要 ） 工場による加圧式とし、十分に乾燥を行う。  1.セ メ ン ト の 種 類 標仕8.1.3 ■ 普通ポルトランドセメント ■ 早強ポルトランドセメント ■ 高炉セメント（B種） ■ コア採取（ ■ 要 ■ 不要　）
■ 防蟻処理 （ ■ 要 ■ 不要 ） 工場による加圧式とし、十分に乾燥を行う。 ～8.1.4 ■ シリカセメント ■ フライアッシュセメント

 2. レディーミクストコンクリート ◎ コンクリート製造工場の選定にあたっては、全国品質管理監査会議の策定した統一基準に
標仕表6.1.1 基づく監査に合格した工場（以下「監査合格工場」という。）から選定しなければならない。

ただし、監査合格工場からコンクリートの製造工場の選定が出来ない場合は、その理由を
書面で提出し、監督職員の承諾を得なければならない。

■ 防蟻処理 （ ■ 要 ■ 不要 ） 工場による加圧式とし、十分に乾燥を行う。  3.設 計 基 準 強 度 ■ 18 N/mm2 ■ 21N/mm2 ■ 24 N/mm2 ■ 27 N/mm2 特殊舗装 ■ 透水性アスファルト舗装  (                     )  ■ 抽出試験（ ■ 要 ■ 不要　）
 3.軽 量 鉄 骨 下 地 標仕6.6.1 ■ 天井： 野縁の種類 （ ■ 19形 ■ 25形　） ■ 床： 体育館用アクセスフロア ■ 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ（　 ）N/㎜ ■ 排水性アスファルト舗装  (                     )  ■ 抽出試験（ ■ 要 ■ 不要　）

～6.7.4 ■ 壁：スタ ッドの種類  （ ■ 50形 ■ 65形 ■ 90形 ■ 100形　） （調合強度は温度補正T、割増△F（3N/mm2）及び標準偏差を加算する。） ■ コンクリート平板舗装（　　　　　　　　　　　　　　　）
 4. ビニル床シート等 標仕6.8.1 ■ ビニル床シート ■ 種類（ NC ） ■ 厚さ（　　mm）  4.混 和 材 料 ■ 高性能AE減水剤 ■ AE減水剤 ■ AE剤 ■ ■ インタ ーロッキングブロック舗装（　　　　　　　　　　　）

～6.8.4 ■ ビニル床タイル ■ 種類（ホモジニアス ） ■ 厚さ（　2.0　mm）  5.打放し仕上げの種別 ■ A種 ■ B種 ■ C種 ■ 舗石 
■ 帯電防止床シート ■ 種類（ ） ■ 性能（ ） ■ 厚さ（　　　　　mm）  6. ■ 適用する ■ 適用されない ■ 視覚障害者誘導用ブロック
■ 帯電防止床タイル ■ 種類（ ） ■ 性能（ ） ■ 厚さ（　　　　　mm） ◎ 骨材試験（絶乾密度、吸水率、粒土、ｱﾙｶﾘｼﾘｶ反応性）、ｺﾝｸﾘｰﾄ塩分総量試験、ｺﾝｸﾘｰﾄ圧縮強度試
■ 視覚障害者用床タイル ■ 種類（ ） ■ 厚さ（　　　　　mm） 験については、ｺﾝｸﾘｰﾄ指導要綱第３に規定する軽易な場合を除き同要綱を適用し、監督員の指示に 内外仕上（図示） ■ 本工事の内外仕上使用材並びに工法は現在の使用材と同等以上で承認品。
■ 耐動荷重性床シート ■ 種類（ ） ■ 厚さ（　　　　　mm） より実施する。
■ ビニル幅木 ■ 種類（ ） ■ 厚さ（　　　　　mm） ◎ 各試験実施機関は、ｺﾝｸﾘｰﾄ工法に関する指導要綱第８に規定する試験実施機関とする。
■ ゴム床タイル ■ 種類（ ） ■ 厚さ（　　　　　mm） 工事発生材処分 ■ 施工会社責任処分 処分地先は監督員の承認。

 5. カ ー ペ ッ ト 敷 き 標仕6.9.1 ■ 織りじゅうたん共仕表19.3.1（ ■ Ａ種 ■ Ｂ種 ■ C種　　） （ｃ）　あ と 施 工 ア ン カ ー 工 事
～6.9.3 ■ タ フテッドカーペット ■ パイルの形状（　　　　　） ■ パイルの長さ（　　　　　mm）  1.使 用 ア ン カ ー ■ 接着系アンカー 既設建物の調査 ■ 現地調査（本耐震補強工事で必要とされる部位）について設計図と照合。

■ ニードルパンチカーペット ■ 厚さ　　　　mm　） ■ 有機系 （ ■ ポリエステル系 ■ エポキシ系 ■ エポキシアクリエール系） ■ 無機系
■ タ イルカーペット 種類■         )総厚さ( ■  　　mm)パイルの形状( ■  　　　） 引張耐力（490）N/ｍ㎡ 有効埋込深さ 図示による） 損傷及び破損の復旧 ■ 既設建物で工事に依る破損が生じた時はすみやかに復旧。
寸法 （ ■   mm） ■ 金属拡張系アンカー 引張耐力（ ）N/ｍ㎡ 有効埋込深さ（ ）ｄ以上

■ カーペット下敷き材（　　　　　　　　　　　　　　）  2.施 工 管理技 術者 標仕8.11.1 ■ JCAAの資格者（あと施工アンカー技術管理士又はあと施工アンカー主任技師） 屋根葺替え及び樋 ■ 屋根　長尺カラー鉄板瓦棒葺0.35（下地図示）
 6.合 成 樹 脂 塗 床 標仕6.10.1 ■ 弾性ウレタン塗り床 ■ 平滑仕上げ ■ 防滑仕上げ ■ つや消し仕上げ ■ 上記と同等の知識及び経験を持った者 軒樋　角型既製品　　竪樋　VPφ75（鋼金物ステンレス）

～6.10.4 ■ エポキシ樹脂塗り床 ■ 薄膜流し展べ仕上げ ■ 厚膜流し展べ仕上げ  3.技 能 者 ■ JCAAの資格者（第１種あと施工アンカー施工士 ■ 左記と同等の知識及び経験を持った者
■ 樹脂モルタ ル仕上げ ■ 防滑仕上げ  4.性 能 確 認 試 験 ■ 要 ■ 不要（JCAAの品質性能判定基準による、試験成績表を提出する）

 7. フ ロ ー リ ン グ 張 り 標仕6.11.1 ■ 種類（　　　） ■ 樹種（　なら　） ■ 板厚（　12.0　mm） ■ 塗装（　塗装品　）  5.施 工 確 認 試 験 標仕8.11.5 ■ 全数打音試験 ■ 引張試験（確認試験荷重：引張耐力×２／３） 耐震補強工事
～6.11.8 ■ 釘止め工法  （ ■ Ａ種 ■ Ｂ種 ■ C種　） ■ 湿式工法（モルタ ル埋込工法）

■ 接着工法 （ｄ） 鉄 骨 工  事 1. 鉄骨小屋組　屋根、鉄板瓦棒　天井、解体復旧工事。
■ 特殊張り工法（体育館床工事標準施工要領書：日本フローリング工業会）  1.鋼構造物製作工場 ■ 工事現場における鉄骨製作工場の表示 

 8.畳 敷 き 標仕6.12.1 ■ 種別 ■ Ａ種 ■ Ｂ種 ■ C種　 ■ Ｄ種　（ ■ KT-1 ■ KT-2 ■ KT-3 ) 旧（社）鉄骨建設業協会の 　 ■ Ｓ類 ■ Ａ類 ■ Ｂ類　） 2. 鉄骨小屋組　屋根、鉄板瓦棒　天井、新設工事。
～6.12.3 ◎ 防虫処理（わら畳） 　 （社）全国鉄構工業連合会の ■ Ｈグレード ■ Ｍグレード ■ Ｒグレード　）

 9.ボ ー ド 張 り 標仕6.13.1 ■ 木質系セメント板 ■ 硬質木毛セメント板 （ ■ HW ■ HF ） 厚さ（25　　　mm） 新（株）日本鉄骨評価センターの ■ Ｓグレード ■ Ｈグレード ■ Ｍグレード　） 3. 外壁補修工事(ヒビ割、塗装)。
～6.13.3 ■ 普通木毛セメント板 （ ■ NW ■ NF ） 厚さ（　　　　　mm）  　（社）全国鉄構工業協会の 　　■ Ｒグレード ■ Ｊグレード　）

■ 繊維強化セメント板■ 珪酸カルシウム板 （ ■ 0.8ＦＫ ■ 1.0ＦＫ ） 厚さ（8.0、12.0mm）  2.施 工 管理技 術者 ■ 適用する（　　　級） 4. 庇、軒樋、竪樋取替。
■ 繊維板 ■ ハードボード（ＨＢ） 厚さ（　　　　　mm） （ ■ 無地 ■ 化粧 ）  3.鋼 材 の JIS 規 格 ■ 規格品 ■ 適合品 

■ インシュレーションボード（ＩＢ）厚さ（　　　　　mm） ■ SN（A　　　　、400B　　　、C 　　　■ SM（　　　　　  ） 5 床 解体復旧、床 化粧フローリング鉄骨アクセス共新替。
■ ミディアミデンシティファイバーボード（ＭＤＦ） ■ SS（400） ■ STK（　　　　） ■ STKR（　　　　） ■ SSC（　　　　） ■ 構造図による

■ パーティクルボード■ 素地パーティクルボード　 ■ RS ■ VS ） 厚さ（　　　　　mm） ■ 構造図による 6. 塗装工事 建具、内外壁、天井、木部間仕切壁ｷﾞｬﾗﾘｰ塗装。
■ 化粧パーティクルボード　 ■ DV ■ DO ■ DC） 厚さ（　　　　　mm）  4.高力ボルトの規格 ■ トルシア形高力ボルト２種（S10T）

■ 吸音材料 ■ ロックウール吸音板 ■ JIS形高力ボルト２種（F10T） 7. その他 ｽﾃｰｼﾞ暗幕、カーテン等別途。
（ ■ RW-F ■ RW-B ■ RW-BL ■ DR ■ ） 厚さ（　　　　　mm） ■ 溶融亜鉛メッキ高力ボルト１種（F８T相当）認定品 

■ グラスウール吸音板 （ ■ GW-F ■ GW-B ）  5.溶接施工管理技術者 資格証明書 ■ 要（　　1級、工事経歴書共） ■ 不要 8. テラス鉄骨造解体新設工事。
■ 吸音用穴あき石膏ボード （ ■ GB-P ）  6.溶 接 技 術 者 技量証明書 ◎ 要 

■ 石膏ボード ■ 石膏ボード（GB-R） 厚さ（　　　　　mm）  7.見隠れエンドタブ切断 ■ 要 ■ 不要 9. 外構の内、工事に依る排水溝、土間コンクリート等損傷に依る復旧。
■ 強化石膏ボー（GB-F） 厚さ（　　　　　mm）  8.溶 接 部 の 試 験標仕8.14.11 ◎ 超音波探傷試験 ■ その他（　　　　　　）
■ 化粧石膏ボー（GB-D） 厚さ（　　9.5　mm）  9.耐 火 被 覆 標仕8.17.1 ■ 耐火材吹き付け（ ■ 乾式 ■ 半乾式 ■ 湿式　）
■ シージング石膏ボード（GB-S） 厚さ（　　　　　mm） ～8.17.8 ■ 耐火板張り（ ■ 直張り ■ 箱張り化粧下地　）
■ 石膏ラスボード（GB-L） 厚さ（　　　　　mm） ■ ラス張りモルタ ル塗り ■ その他
■ 不燃積層石膏ボード （GB-NC） 厚さ（　　　　　mm）

■ 合板類の張付け工法 ■ Ａ種 ■ Ｂ種  1.アスベスト処理工事 標仕9.1.1 ■ 除去工法 ■ 封じ込め工法
■ 石膏ボードの継ぎ目処理工法 ■ 突付け工法 ■ 目透し工法 ～9.1.3 （ボ－ド類レベル3）
■ 遮音シール材 ■ 要 ■ 不要  2.外 断 熱改修 工事 標仕9.3.1 ■ 打込み工法

10 壁 紙 張 り 標仕6.14.1 ■ 品質（　　　　　 ■ 防火性能（　　　　　級） 断熱・防露改修工事 ～9.3.4 種別 厚さ　㎜
～6.14.3 素地こしらえ（ ■ Ａ種 ■ Ｂ種　） 標仕9.5.1 ■ ビーズ法ポリスチレンフォーム  

11 モ ル タ ル 塗 り 標仕6.15.1 ■ 既製目地材 ■ 使用する ～9.6.3 ■ 押し出し法ポリスチレンフォーム 保温板（ ２種ｂ ）
～6.15.7 ■ 床目地の工法 ■ 押し目地 ■ 保温板（ ３種ｂ ）

12 タ イ ル 張 り 標仕6.16.1 ■ 役物の適用 （ ■ 有 ■ 無）
～6.16.5 ■ 見本焼き  　（ ■ 有 ■ 無） ■ 硬質ウレタンフォーム 1.本工事に該当する品目は○印のものとする

■ 試験張り     （ ■ 有 ■ 無） ■ フェノールフォーム 2.特記のない場合は以下による
■ 床タイル張り ■ 大型 床タ イル(200角以上）張り ■ 一般床タイル張り ■ ロックウール １）「建築工事資材登簿録」（平成　　年度版）兵庫県県土整備部による。

■ ユニットタ イル張り ■ グラスウール 保温板（ ） ２）「建築資材・設備機材等品質性能評価事業」（社）公共建築協会評価書を交付された材料。
■ 内装タイル張り ■ 改良積上げ張り ■ 壁タイル接着剤張り 保温帯（ ） ３）公共住宅建築工事共通仕様書に基づく部品及び機器の品質性能基準に適合する部品。
■ 外装タイル張り ■ 密着張り ■ 改良積上げ張り ■ 改良圧着張り ■ セルローズファイバー

■ マスク張り ■ 型枠先付け
■ ユニットタイル張り ■ マスク張り ■ モザイクタイル張り ■ 現場発泡工法
■ シーリング材（ ■ PS-2 ■ 　　） ■ 目地寸法（ ■ 幅　　　 mm ■ 深さ　　 mm） 断熱性 ■ ２級 ■ ３級 厚さ（ ） ㎜

13 セルフレベリング材 標仕6.17.1 ■ 石膏系 ■ セメント系
～6.16.5  3.屋上緑化改修工事 標仕9.6.1 ■ 管理型 ■ 省管理型

～9.6.4 ■ 有効土壌の厚さ （ ） ㎝
■ 緑化改修部の質量の上限値 （ ） ㎏/ｍ3

 1.素地こしらえ及び工法 標仕7.1.1 ■ 枯保証期間 ■ １年 ■ （ ） 年
～7.18.4 章

木部面 1 ■ RA種 ■ RB種 ■ RC種 ■ A種 ■ B種 ■ C種  4.舗 装 工 事 標仕9.7.1
鉄鋼面 2 SOP ■ RA種 ■ RB種 ■ RC種 ■ A種 ■ B種 ■ C種 路床 ～9.7.9 ■ 盛土（ ■ Ａ種 ■ Ｂ種 ■ C種 ■ Ｄ種　）
亜鉛メッキ面 3 （２回塗） ■ RA種 ■ RB種 ■ RC種 ■ A種 ■ B種 ■ C種 ■ 遮断層（材料　　　　　　、層厚：　　　　　㎝）
ﾓﾙﾀﾙ及びﾌﾟﾗｽﾀｰ面 4 EP ■ RA種 ■ RB種 ■ RC種 ■ A種 ■ B種 ■ C種 ■ 凍上抑制層（材料　　　　　　　、層厚：　　　　㎝）
ｺﾝｸﾘｰﾄ及びALC面 5 ■ RA種 ■ RB種 ■ RC種 ■ A種 ■ B種 ■ C種 ■ フィルタ ー層（層厚：　　㎝）
ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出形成ｾﾒﾝﾄ面 6 ■ RA種 ■ RB種 ■ RC種 ■ A種 ■ B種 ■ C種 ■ 路床安定処理剤（ ■ 要 ■ 不要　）
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面 7 ■ RA種 ■ RB種 ■ RC種 ■ A種 ■ B種 ■ C種 ■ ジオテキスタイル ■ 不要　）

 2.錆 止 め 塗 料 塗 り 標仕7.3.1 鉄鋼面錆止め塗料種別 （ ■ A種 ■ B種 ■ C種 ） 試験 ■ CBR試験（ ■ 要 ■ 要 ■ 不要　）
～7.3.3 鉄鋼面錆止め塗料塗り （ ■ A種 ■ B種 ■ C種 ） ■ 路床締め固め度の試験 要 ■ 不要　）

亜鉛メッキ面錆止め塗料種別 （ ■ A種 ■ B種 ■ C種 ）
亜鉛メッキ面錆止め塗料塗り （ ■ A種 ■ B種 ■ C種 ） 路盤 ■ 砂の粒度試験 ■ ■ 路盤の厚さ（      　㎝）

■ 路盤材料（ ■ 再生材 ■ 再生材以外　）
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篠山市立大芋小学校屋内運動場耐震補強工事

篠山市教育委員会学事課

担　当統括責任者照　査

工　事　名　称

図　　　　　名

作　図 縮　尺 附　記　事　項

管理責任者

小　田 宮　川加　治米　山

平成２２年　１月　　日
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篠山市立大芋小学校屋内運動場耐震補強工事

篠山市教育委員会学事課

（現況）断面詳細図 担　当管理責任者 統括責任者照　査

工　事　名　称

図　　　　　名

作　図 縮　尺 附　記　事　項平成２１年　　月　　日
※

※

１／３０

平鋼 6×25

舟底引手ｼﾝﾁｭｳ

φ13　＠125

ﾋﾞｵﾝﾘﾊﾞｰ（口型）厚9 OP

桧 45×150

ﾊｲﾘﾛｰﾙ
ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

ｱｻﾋﾄｰﾝ 1号 厚7
底目貼 OP

ﾓﾙﾀﾙ汁吹付
ﾓﾙﾀﾙ塗　ﾊｹ引

桧 33×120

胴縁 25×30 杉 ＠450

ﾄﾞｱﾊﾝｶﾞｰ

ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ防水　3回塗仕上

ﾊｲｿﾛｰﾙ塗

ﾓﾙﾀﾙ塗ｺﾃ押え

米桧30×50

ﾎｲﾄｺ　ｼﾝﾁｭｳ　L=250

桧　45×100

ﾓﾙﾀﾙ塗ｺﾃ押え
ﾊｲｿﾛｰﾙ塗

ｻﾗﾝ防虫網貼
φ75　塩ビパイプ

桧　45×100
桧 60×100

ﾋﾞｵﾝﾄｰﾝ 厚6

桧 60×100

桧 60×100

胴縁 900間

ﾗﾜﾝ 30×350 蟻桟600間

杉　40×20 ＠900
杉　40×40 ＠900

ｱｻﾋﾄｰﾝ貼　厚7　底目貼　W.P

ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾒﾀﾙ貼 ｱﾙﾐ
杉　40×40 ＠900

鉄ﾊﾟｲﾌﾟ　35φ

鉄筋　22φ

鉄製　50φ

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

下貼　厚15　杉板科詰貼

＠400
根太　桧　60×60

ｼﾅﾍﾞﾆﾔ 厚6

桧 33×100

桧 33×100

桧 60×140

13φ

束石ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ
250×250×150

束　桧　105×105

＠900

桧 33×150

換気孔　150×600
金物　鋼鉄製

ﾓﾙﾀﾙ塗　ﾊｹ引
色ﾓﾙﾀﾙ汁吹付

混合ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗
9φ－＠100

舟底引手ｼﾝﾁｭｳ

45×100
桧

米桧30×50

45×100

ﾓﾙﾀﾙ塗ｺﾃ押え

桧 桧 60×150

桧 60×150

45×30
根がらみ ｶｽｶﾞｲ両面 L=120

米桧30×75

米桧30×45

地窓　ﾚｰﾙ甲丸ｼﾝﾁｭｳ

ｼﾅﾍﾞﾆﾔ 厚6
米桧30×50

盛土

桧小　45×100

φ13－＠200 平鋼　6×25　周囲

桧小　45×140

ﾄ
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ﾒ
ｲ
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ｲ
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3

ﾄ
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厚
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厚
3

ﾈｺ L-75×75×6

母屋 杉 105×105 ＠900 Bφ13

杉 40×40 ＠900 ﾀﾞｲｹﾝｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ突付貼
厚3.5　白色ＷＰ

杉 20×40 ＠900 杉 20×40 ＠900

ﾗﾜﾝ 25×50 ｵｲﾙｽﾃｲﾝ

杉　90×90
ﾎﾞﾙﾄ　呼び13－＠900

ﾊﾝｶﾞｰ ｼﾝｸﾞﾙ 車径 40胴縁 25×30

桧小 45×140 ﾗﾜﾝ 厚15

桧小 25×50

胴縁 25×50 杉

周囲 平鋼 6×25

桧小 25×50

桧小 45×100

ﾚｰﾙ ｼﾝﾁｭｳ

φ13 鉄筋 ＠125

桧小 60×150

ﾗﾜﾝ 厚15

ﾌﾟﾚｰﾄ付ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ

桧小 60×140

額縁　25×50

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 20㎏

野地板 厚21　詰貼

突出し　米桧　見込30

屋根 厚0.4 長尺ｱﾙﾐ瓦棒葺
北陸艶金属責任施工
瓦棒　40×40 ＠300

撤去（下地共）

撤去（下地共）

大引　105×105　桧

上貼　厚18　桧ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ貼　1等品 撤去（下地共）

100φ
養生樋　鋼製管　撤去

呼び樋共
掴金物　＠1,000

9φ－＠150　縦横共

撤去
軒樋　－200×75×2.3

ﾓﾙﾀﾙ塗　ﾊｹ引

9φ－＠150

竪樋　75φ 撤去

既設　床組撤去
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（現況）断面詳細図　　1：30
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篠山市立大芋小学校屋内運動場耐震補強工事

篠山市教育委員会学事課

（補強）断面詳細図 担　当管理責任者 統括責任者照　査

工　事　名　称

図　　　　　名

作　図 縮　尺 附　記　事　項平成２１年　　月　　日
※

※

１／３０

竪樋 VP75φ

軒樋 角120 新替

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水継手位置母屋2C-100×50

下地木毛ｾﾒﾝﾄ板(ｱ)25 ｼﾞｮｲﾝﾄ、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

端部:ｱﾙﾐ金物押え

長尺ｶﾗｰ鉄板0.35瓦棒

D10-@100ｼﾝｸﾞﾙ

化粧吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5

軽量鉄骨下地

柱
芯

ｷﾞｬﾗﾘｰ

１ＦＬ

ＧＬ

Ａ

５

壁
芯

新設床　割付図

EXPｺﾞﾑ

新設 ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（ﾕﾆｯﾄﾌﾛｱ）

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｻﾝﾄﾞｲｯﾁ　厚23 
巾木：H100 新張

化粧ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12 新張

飾桝

15,100

14,500

（補強）断面詳細図　　1：30
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建物調査塗装

※躯体ｺﾝｸﾘｰﾄは現在のまま

床組-屋内運動場床組撤去新設

塗装-建具、内外壁、他現在同等仕上

屋根-小屋組共撤去新設
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